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S
D
G
ｓ
と
教
育
、ジ
ェ
ン
ダ
ー

  

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
：

Sustainable D
evelopm

ent G
oals

の

略
称
）
は
、
２
０
１
５
年
９
月
の
「
国
連

持
続
可
能
な
開
発
サ
ミ
ッ
ト
」
の
成
果
文

書
に
盛
り
込
ま
れ
た
、
17
の
目
標
（
そ
の

下
に
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
）
か
ら
成
る

２
０
３
０
年
ま
で
の
世
界
の
行
動
計
画
で
あ

る
。
各
国
は
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
を

合
言
葉
に
、
貧
困
や
飢
餓
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

気
候
変
動
、
平
和
的
社
会
等
の
目
標
達
成

に
向
け
て
行
動
を
開
始
し
た
。
日
本
で
は

２
０
１
６
年
５
月
に
総
理
大
臣
を
本
部
長
と

す
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
本
部
」
を
設
置
、
そ

の
下
で
行
政
、
民
間
セ
ク
タ
ー
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
有
識
者
、
国
際
機
関
、
各
種
団
体

等
の
幅
広
い
参
画
に
よ
り
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
施

指
針
」（
２
０
１
６
年
12
月
）
が
策
定
さ
れ
、

こ
れ
に
も
と
づ
く
年
度
ご
と
の
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が

展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

教
育
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
目
標
４
に

「
質
の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に
」
を
掲
げ
、

「
す
べ
て
の
人
々
に
、
だ
れ
も
が
受
け
ら
れ

る
公
平
で
質
の
高
い
教
育
を
提
供
し
、
生
涯

学
習
の
機
会
を
促
進
す
る
１※

」
と
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
「
人
間
」
が
教
育
の
対
象
・
客
体

で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
持
続
可
能
な
開
発

の
担
い
手
・
主
体
と
し
て
、
学
び
成
長
す
る

こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
す

べ
て
の
学
習
者
が
、
と
り
わ
け
持
続
可
能
な

開
発
の
た
め
の
教
育
と
、
持
続
可
能
な
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
、
人
権
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、

平
和
と
非
暴
力
文
化
の
推
進
、
グ
ロ
ー
バ

ル
・
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
（
＝
地
球
市
民
の
精

神
）、
文
化
多
様
性
の
尊
重
、
持
続
可
能
な

開
発
に
文
化
が
貢
献
す
る
こ
と
の
価
値
認
識
、

等
の
教
育
を
通
し
て
、
持
続
可
能
な
開
発
を

促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
と
ス
キ
ル
を

確
実
に
習
得
で
き
る
よ
う
に
す
る
」（
タ
ー

ゲ
ッ
ト
４
・７
）
と
い
う
こ
と
だ
。

　

こ
の
な
か
の
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」
は
、

目
標
５
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ

う
」
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
世
界
経
済

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
毎
年
発
表
す
る
「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
報
告
書
２
０
２
１
」
に
お

い
て
、
日
本
は
１
５
６
か
国
中
１
２
０
位
２※

と
極
め
て
低
い
ラ
ン
ク
に
留
ま
っ
て
い
る
。

最
近
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
が
特
に
女
性
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
３※

、
ま
た
、

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会

前
会
長
の
女
性
蔑
視
発
言
を
め
ぐ
る
報
道
等

に
よ
っ
て
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
」
と
い
う
言
葉
の
見
え
る
化
（
可
視

化
）
が
進
ん
だ
。
こ
の
よ
う
に
現
代
的
課
題

と
し
て
急
浮
上
し
た
と
も
言
え
る
「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
」
に
つ
い
て
、
生
涯
学
習
、
学
び
と
関

連
づ
け
な
が
ら
、
そ
の
課
題
解
決
の
方
向
性

を
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

出典：国連広報センター 
https://www.unic.or.jp/files/sdg_poster_ja_2021.pdf

　東北公益文科大学名誉教授。国立女性
教育会館事業課研究員、東北公益文科
大学教授を経て、2021年4月から現職。
2004年から「チェリア塾」講師を務める
とともに、「ジェンダー白熱教室」「女性
のためのこころのケア講座」（庄内ちぇり
あ主催）等で女性のエンパワーメントを
応援している。山形県男女共同参画審議
会会長、鶴岡市男女共同参画推進懇談
会会長、酒田市女性活躍推進懇話会委
員など。2016年度男女共同参画社会づ
くり功労者内閣総理大臣表彰受賞。

伊藤 眞知子 氏
プロフィール

特　集

S
D
G
ｓ
の
目
標
の
一
つ
に
「
質
の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に
」
が
掲
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
多
様
性
の
時
代
と
言
わ
れ
る
今
、
こ
れ
か
ら
の
学
び
の
あ
り
方

と
は
？ 

今
回
は
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
生
涯
学
習
」
に
注
目
し
、
日
本
で
盛
ん
に

叫
ば
れ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
の
現
状
や
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
た
め
の

学
び
に
つ
い
て
、
伊
藤
眞
知
子
氏
よ
り
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

S
D
Gｓ
と
生
涯
学
習 

～
質
の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に
～

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
生
涯
学
習
」

山
形
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
チ
ェ
リ
ア
）
館
長　

伊い

藤と
う　

眞ま

知ち

子こ 

氏
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生涯学習 ショウガイガクシュウ

ジ
ェ
ン
ダ
ー・ギ
ャッ
プ
大
国
か
ら

男
女
共
同
参
画
社
会
へ

   「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
と
は
、
社
会
的
・
文
化
的

に
形
成
さ
れ
た
性
別
を
表
す
概
念
で
あ
り
、

「
男
ら
し
さ
／
女
ら
し
さ
」
や
、「
男
は
こ

う
」「
女
は
こ
う
」
と
い
う
性
役
割
や
性
別
観
、

社
会
慣
行
等
を
指
す
。
時
代
と
と
も
に
急
速

に
変
化
し
て
お
り
、
た
と
え
ば
夫
婦
の
あ
り

方
に
つ
い
て
「
夫
は
働
き
、
妻
は
家
庭
を
守

る
の
が
良
い
」
と
い
う
考
え
方
に
反
対
す
る

人
は
全
体
の
半
数
を
超
え
４※

、
か
つ
て
賛
成
が

多
数
で
あ
っ
た
意
識
は
変
化
し
た
。
だ
が
実

態
は
、
た
と
え
ば
「
６
歳
未
満
の
子
を
も
つ

夫
妻
の
家
事
・
育
児
時
間
・
国
際
比
較
」
に

お
い
て
、
日
本
の
妻
の
家
事
・
育
児
時
間
が

夫
の
６
倍
近
く
に
の
ぼ
る
と
い
う
ほ
ど
の
大

き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
。

　

前
述
の
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
報
告

書
」
に
お
い
て
は
、
経
済
・
教
育
・
健
康
・
政

治
の
４
分
野
の
う
ち
、
日
本
は
経
済
１
１
７

位
、
政
治
１
４
７
位
で
、
企
業
の
管
理
職
・

役
員
や
閣
僚
・
国
会
議
員
等
「
も
の
ご
と
を

決
定
す
る
」
立
場
の
女
性
割
合
が
極
め
て
低

い
。
以
上
か
ら
、「
男
性
の
家
事
・
育
児
参

画
」
な
ら
び
に
「
政
策
方
針
決
定
過
程
へ
の

女
性
の
参
画
」
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ

プ
解
消
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
、
す
な

わ
ち
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
に
向
け
、
政

府
は
「
第
５
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」

（
２
０
２
０
年
12
月
）
を
策
定
し
た
。
目
ざ

す
べ
き
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、「
男
女
が
、

互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
責
任
も
分

か
ち
合
い
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の

個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
る
５※

」
社
会
で
あ
る
。「
男
だ
か
ら
」「
女
だ

か
ら
」
と
性
別
に
枠
づ
け
ら
れ
る
の
で
は
な

く
、
誰
も
が
「
私
だ
か
ら
」
と
、「
私
ら
し

く
」「
自
分
ら
し
く
」
生
き
る
こ
と
の
で
き
る

社
会
を
目
ざ
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
男
性
中

心
だ
っ
た
職
場
や
地
域
社
会
に
は
、
女
性
や

若
者
、
外
国
人
等
、
多
様
な
視
点
や
新
し
い

発
想
・
ア
イ
デ
ア
が
も
た
ら
さ
れ
、イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
や
収
益
増
加
等
が
期
待
で
き
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
が
、
若
年
女

性
の
地
域
回
帰
・
定
着
に
良
い
作
用
を
も
た

ら
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
社

会
経
済
の
活
性
化
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
男

女
共
同
参
画
社
会
形
成
が
要
請
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

そ
の
実
現
に
は
、
①
法
制
度
・
慣
行
を
変

え
て
い
く
、
政
府
・
自
治
体
や
企
業
、
民
間

団
体
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
に
よ
る
政
策

的
、
総
合
的
な
取
り
組
み
と
と
も
に
、
②
意

識
・
慣
行
を
変
革
す
る
草
の
根
か
ら
の
市
民
、 

Ｎ
Ｐ
Ｏ 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
女
性
グ

ル
ー
プ
等
に
よ
る
自
発
的
、
具
体
個
別
的
な

取
り
組
み
の
両
方
が
欠
か
せ
な
い
。
い
ず
れ

に
お
い
て
も
、
課
題
を
的
確
に
認
識
し
→
解

決
方
法
を
探
り
→
実
効
性
の
あ
る
取
り
組
み

を
進
め
→
振
り
返
り（
省
察
）、
進
捗
チ
ェ
ッ

ク
し
て
改
善
し
→
成
果
に
つ
な
げ
、
評
価
を

行
う
と
こ
ろ
ま
で
が
求
め
ら
れ
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー・ギ
ャッ
プ
に
気
づ
き
、

解
消
す
る
た
め
の
学
び

　

ま
ず
課
題
認
識
の
た
め
に
は
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
に
敏
感
に
な
り
、
気
づ
き
、

見
抜
く
視
点
が
必
要
で
あ
る
。「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
視
点
」
で
あ
り
、
男
女
で
異
な
る
扱
い

（
処
遇
）
や
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
（
二
重

基
準
）
は
な
い
か
、
女
子
は
△
△
、
男
子
は

☆
☆
と
決
め
つ
け
て
い
な
い
か
、
区
別
が
差

別
と
な
っ
て
い
な
い
か
、
男
女
を
逆
に
入
れ

替
え
て
み
る
と
ど
う
か
、
等
が
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
、
前
提
と
し
て

き
た
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
疑
い
、
問
い
直
す

視
点
で
も
あ
る
。
加
え
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は

人
種
・
民
族
・
階
級
・
年
齢
・
障
害
の
有
無

等
と
交
差
し
て
お
り
多
様
性
を
も
つ
こ
と
に

十
分
配
慮
す
る
（
イ
ン
タ
ー
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ

テ
ィ
ー
）
視
点
が
大
切
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、

性
別
は
男
女
に
二
分
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
等
の
性
的
少
数
者
の
存
在
（
カ
ミ

ン
グ
ア
ウ
ト
し
て
い
な
く
と
も
）
を
認
め
、

Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ（
性
自
認
と
性
的
指
向
）の
多
様
性

を
尊
重
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
６※

。　

　

さ
ら
に
「
無
意
識
の
思
い
込
み
（
偏
見
）」、

（
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
）
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

「
子
育
て
中
の
女
性
に
残
業
は
無
理
だ
ろ

う
」「
親
が
単
身
赴
任
中
と
聞
く
と
、
父
親

が
思
い
浮
か
ぶ
」
等
、
無
意
識
の
思
い
込
み

は
誰
に
で
も
あ
っ
て
、
そ
れ
自
体
が
問
題
で

は
な
く
、
良
し
悪
し
が
あ
る
わ
け
で
な
い
。

出典：内閣府「令和元年版少子化社会対策白書」
https://www8.cao.go.jp/shoushi/shoushika/whitepaper/measures/w-2019/r01webhonpen/html/b1_s1-1-5.html

6 歳未満の子をもつ夫妻の家事・育児時間・国際比較



令和３年度

山形県生涯学習センター事業紹介
今年はここに注目！

●学習情報収集・提供事業
　「やまがたマナビィnet」
●長寿社会づくり推進事業
●「ふるさと塾」推進事業
●広報紙発行事業
　広報紙『生涯学習やまがた』発刊

●「山形学」推進事業
　山形学フォーラム
　山形学講座
●「山形学」地域連携講座支援事業

昨年度リニューアルした「やまがたマ
ナビィnet」。県内の講座・イベント、
講師・指導者、団体・グループ、施設
等の情報提供を行っています。地域・
学校・家庭いずれの場でもご活用い
ただける情報が満載です！

山形県生涯学習情報提供システム「やまがた
マナビィnet」

●生涯学習活動支援事業
　地域生涯学習支援事業
　青少年地域学習活動支援事業
　特色ある生涯学習活動支援事業 ほか
●生涯学習活動実践団体との連携事業

地域づくりの観点から、行政・団体・
高等教育機関等が開催する現代的
課題の解決や社会の要請に応じた
生涯学習事業への支援を行ってい
ます！

高校生の課外活動での地域学習や地域づくり
活動も応援します！

パワーアップセミナーではグループでの「熟議
（じゅくぎ）」を通して、課題を解決していく手法
を学びます！

昨年度の高齢者生きがいづくり・生活支援活
動育成事業の様子

平成２年の生涯学習センター開設時より
中核事業として継続している山形学。毎年、
多様な切り口から山形を学びます。今年
度は「山形にも迫る環境異変」をテーマに
フォーラムと講座を開催。山形の環境異
変について、講義や現地学習で学びます！

今年度の山形学フォーラム・講座共に会場・
オンラインの同時開催！

学習情報・機会の提供

行政職員向けの研修のほか、地域づ
くりに興味関心のある県民も対象に
した研修を開催。今年度は「防災・減
災」をテーマに、事業企画と運営のス
キルアップを図るための研修を開催
します！

学習活動支援者の育成

●「山形学」推進事業【再掲】
　地域学交流集会
●高齢者生きがいづくり・生活支援活動
　人材育成等事業【再掲】
　マッチングセミナー
　フォローアップ研修会

高齢者の生きがいと支え合いを育
む活動拠点（通いの場など）と、担い
手としての活動を希望する方を繋ぐ
ためのマッチングセミナーを県内2
地域で開催します！

学習成果の活用

P.8Check！

P.8Check！

●生涯学習関係職員研修事業
　パワーアップセミナー
　地域づくり人材育成セミナー
●高齢者生きがいづくり・生活支援活動人材育成等事業
　入門講座（フォーラム）
　実践講座（担い手養成講座）
　分野別研修（食事提供・移動支援）
　専門職派遣
●シニア地域実践活動支援事業
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あなた やまがた  たからびと

～１人ひとりの県民がいきいきと活躍する
「生涯学習社会やまがた」を目指して～

4

け
れ
ど
も
、
思
い
込
み
に
も
と
づ
く
言
動
が
、

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
相
手
を
傷
つ
け
た

り
、
自
分
自
身
の
可
能
性
を
狭
め
た
り
す
る

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
あ
り
得
る
。
そ
う

な
ら
な
い
た
め
に
は
、
①
決
め
つ
け
な
い
、

押
し
つ
け
な
い
、
②
相
手
の
表
情
や
態
度
の

変
化
な
ど
「
サ
イ
ン
」
に
注
目
す
る
、
③
自

己
認
知
（
自
分
へ
の
問
い
か
け
）
の
3
つ
の

対
処
方
法
が
有
効
で
あ
る
と
い
う
７※

。

　

こ
の
よ
う
に
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
」
を

意
識
し
つ
つ
、
学
校
、
職
場
、
家
庭
、
地
域

等
、
自
ら
の
か
か
わ
る
場
面
で
の
活
動
や
人

と
人
と
の
関
係
性
を
点
検
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て

い
く
過
程
が
、
と
り
も
な
お
さ
ず
「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
視
点
」
を
内
在
化
し
定
着
す
る
た
め

の
学
習
機
会
と
な
る
。
そ
こ
で
は
「
対
話
」

に
よ
る
学
習
を
勧
め
た
い
。
性
別
や
年
齢
、

経
歴
の
異
な
る
人
た
ち
と
向
き
合
い
、
多
様

な
経
験
を
自
他
と
も
に
開
示
し
、
学
び
合
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
視
点
や

気
づ
き
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
性
別
に
か

か
わ
る
固
定
観
念
や
、
と
き
に
は
「
有
害

な
」
男
ら
し
さ
／
女
ら
し
さ
を
手
放
し
、
崩

し
て
い
く
よ
う
な
「
ア
ン
ラ
ー
ン
」（
学
習

棄
却
、
学
び
直
し
）
の
機
会
と
も
な
り
得
る
。

日
常
的
に
「
対
話
」
を
心
が
け
る
と
と
も
に
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
非
日
常
の
場
づ
く
り

を
行
い
、
生
き
生
き
と
楽
し
く
学
ぶ
協
働
学

習
の
輪
を
広
げ
た
い
。

　

山
形
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
チ
ェ

リ
ア
）
は
じ
め
県
内
各
地
の
セ
ン
タ
ー
等
は
、

講
座
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
場
づ
く
り
や

プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業
「
チ
ェ
リ

ア
塾
」
の
修
了
生
等
に
よ
る
男
女
共
同
参
画

推
進
員
が
、
講
師
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と

し
て
派
遣
さ
れ
る
制
度
（
出
前
講
座
）
も
あ

る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
む
し
ろ
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

等
の
可
能
性
が
広
が
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う

な
仕
組
み
を
ぜ
ひ
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

持
続
可
能
な
社
会
を

次
世
代
に
手
渡
す

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
5
は
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
を
達
成
し
、
す
べ
て
の
女
性
・
少
女
の

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
行
う
」
と
謳
っ
て
い

る
。「
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
、
す
べ
て
の
女
性
・

少
女
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
を
な

く
す
」（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
５
・
１
）
こ
と
を
始
め

と
し
て
、
暴
力
や
有
害
な
慣
行
の
廃
絶
、
無

償
労
働
の
評
価
、
性
と
生
殖
に
関
す
る
健

康
・
権
利
の
実
現
等
、
課
題
は
多
岐
に
わ
た

る
。
女
性
・
少
女
を
主
語
に
出
発
す
る
も
の

の
、
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
す
な
わ
ち
「
一
人

ひ
と
り
が
、
自
ら
の
意
思
で
決
定
を
し
、
状

況
を
変
革
し
て
い
く
力
を
身
に
つ
け
る
こ

と
」
は
、
す
べ
て
の
人
の
課
題
で
あ
る
。
持

続
可
能
な
社
会
の
た
め
に
、
次
の
世
代
に
何

を
手
渡
せ
る
か
。
私
た
ち
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
へ
の
変
革
の
し
か
た
を
学
び
、
行
動
を

変
え
る
勇
気
を
得
て
、
仲
間
と
と
も
に
活
動

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
と
は
違
う
未
来
を

次
世
代
に
手
渡
し
た
い
と
思
う
。

　

そ
こ
で
参
照
し
た
い
の
は
、「
複
数
性
」

（
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
８※

）
と
い
う
概
念

で
あ
る
。「
複
数
性
」
と
は
、
人
間
は
、
過
去

に
も
現
在
に
も
そ
し
て
未
来
に
も
誰
一
人
と

し
て
同
じ
人
は
い
な
い
と
い
う
独
自
性
（
違

い
）
が
あ
り
、
同
時
に
、
地
球
上
に
生
き
る

ヒ
ト
と
し
て
対
等
（
同
じ
）
で
あ
る
と
い
う

こ
と
だ
。
そ
れ
ゆ
え
ア
ー
レ
ン
ト
は
、
思
考

す
る
こ
と
（
私
と
も
う
一
人
の
私
と
の
対

話
）、
他
者
の
立
場
に
立
つ
想
像
力
、
言
葉

で
語
り
合
い
現
実
を
理
解
す
る
「
活
動
」
が

重
要
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
違
い

を
認
め
合
い
互
い
を
尊
重
し
て
対
話
し
、
つ

な
が
り
を
築
い
て
い
く
公
平
・
公
正
な
社
会

こ
そ
、
手
渡
し
た
い
未
来
で
あ
る
。
人
間
を

男
女
に
二
分
し
窮
屈
に
枠
づ
け
る
（
ジ
ェ
ン

ダ
ー
）
近
代
社
会
を
超
え
て
、
誰
も
が
私
ら

し
く
輝
い
て
生
き
る
社
会
を
み
ん
な
で
創
っ

て
い
き
た
い
。

チェリア塾基本コース in 最上（2020 年）の講座風景
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令和３年度

山形県生涯学習センター事業紹介
今年はここに注目！

●学習情報収集・提供事業
　「やまがたマナビィnet」
●長寿社会づくり推進事業
●「ふるさと塾」推進事業
●広報紙発行事業
　広報紙『生涯学習やまがた』発刊

●「山形学」推進事業
　山形学フォーラム
　山形学講座
●「山形学」地域連携講座支援事業

昨年度リニューアルした「やまがたマ
ナビィnet」。県内の講座・イベント、
講師・指導者、団体・グループ、施設
等の情報提供を行っています。地域・
学校・家庭いずれの場でもご活用い
ただける情報が満載です！

山形県生涯学習情報提供システム「やまがた
マナビィnet」

●生涯学習活動支援事業
　地域生涯学習支援事業
　青少年地域学習活動支援事業
　特色ある生涯学習活動支援事業 ほか
●生涯学習活動実践団体との連携事業

地域づくりの観点から、行政・団体・
高等教育機関等が開催する現代的
課題の解決や社会の要請に応じた
生涯学習事業への支援を行ってい
ます！

高校生の課外活動での地域学習や地域づくり
活動も応援します！

パワーアップセミナーではグループでの「熟議
（じゅくぎ）」を通して、課題を解決していく手法
を学びます！

昨年度の高齢者生きがいづくり・生活支援活
動育成事業の様子

平成２年の生涯学習センター開設時より
中核事業として継続している山形学。毎年、
多様な切り口から山形を学びます。今年
度は「山形にも迫る環境異変」をテーマに
フォーラムと講座を開催。山形の環境異
変について、講義や現地学習で学びます！

今年度の山形学フォーラム・講座共に会場・
オンラインの同時開催！

学習情報・機会の提供

行政職員向けの研修のほか、地域づ
くりに興味関心のある県民も対象に
した研修を開催。今年度は「防災・減
災」をテーマに、事業企画と運営のス
キルアップを図るための研修を開催
します！

学習活動支援者の育成

●「山形学」推進事業【再掲】
　地域学交流集会
●高齢者生きがいづくり・生活支援活動
　人材育成等事業【再掲】
　マッチングセミナー
　フォローアップ研修会

高齢者の生きがいと支え合いを育
む活動拠点（通いの場など）と、担い
手としての活動を希望する方を繋ぐ
ためのマッチングセミナーを県内2
地域で開催します！

学習成果の活用

P.8Check！

P.8Check！

●生涯学習関係職員研修事業
　パワーアップセミナー
　地域づくり人材育成セミナー
●高齢者生きがいづくり・生活支援活動人材育成等事業
　入門講座（フォーラム）
　実践講座（担い手養成講座）
　分野別研修（食事提供・移動支援）
　専門職派遣
●シニア地域実践活動支援事業
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～１人ひとりの県民がいきいきと活躍する
「生涯学習社会やまがた」を目指して～

5

生涯学習 ショウガイガクシュウ



地域の取り組みを
紹介しますこのまちに注目！

■ ここが大変 ■
　国によって時差やネット環境の違いがあり、現地協力
者と何度も打合せをして本番に臨んでいます。また初め
てオンラインを使う参加者のために、当日スムーズに参
加できるよう、事前に機械操作のサポートもしています。

■ ここがうまくいった ■
　現地とライブでつながるため、その土地の風や気温も
感じられるほどの臨場感！「有名観光地巡り」ではなく、
その国の日常の暮らしぶりや、スピーカーの人となりが感
じられるプログラムとなるよう心がけています。

■ 事業内容 ■
「母国に帰った
あの人は元気か
な？」。国 を 越
えた往来が難し
い中、海外の友

達に会いたい！という思いで始まったオンラインツアー。
27年目を迎える「国際村日本語教室」には今も20か国
以上の方が参加しているなど、当財団ではこれまでも多
くの外国出身者との交流を持ってきました。庄内から母
国に帰った方などに協力を依頼し、現地の様子や暮ら
しぶりなどを紹介していただくオンラインツアーが実現。
４月韓国編は約60名、５月アメリカ編は約30名が参加し
ました。自宅から気軽に参加できる海外旅行。今年度
は７か国を訪問する予定です。

友達を訪ね、世界の今を見てみよう！公益財団法人 出羽庄内国際交流財団
旅する国際村オンラインツアー

旅行会社が企画するオンラインツアーが人気だという。そ
んな中、ワンコイン1時間のお手軽、お得な旅。案内人の
プロではないからこそ生活感あふれるライブ感は、まさに
ドラえもんの「どこでもドア」的魅力！（60代女性）

参加者Voice

鶴岡市

■ ここが大変 ■
　長年実施してきた高齢者教室のため、年６回の講座
内容を何にするか考え、アイディアを出し合うことが大変
でした。過去に実施した講座ではなく、目新しい講座を
行い受講生が飽きないような教室を目指しています。

■ ここがうまくいった ■
　昨年度、脳トレ企画をした際、受講生は頭を抱えなが
ら必死に回答を考え、問題の意図通りに引っ掛かるなど、
受講生も問題を作成した企画者も、共に楽しむことがで
きる内容で大変好評でした。

■ 事業内容 ■
　昭和42年から
開校し、令和３
年度で55回目と
なる歴史ある高
齢者教室。受講

生自らが運営委員会を立ち上げ、年６回の講座を企画
しています。市立津山公民館や高齢者健康福祉施設
「天童温泉はな駒荘」などを会場に、60歳以上の天
童市民を対象に健康の維持増進や教養を高め、積極的
な社会参加を図ることを目的にしています。最盛期には
80名を超える受講生が参加していましたが、現在は30
名の受講生が和やかな雰囲気で楽しく受講しています。
今年度第１回目は、「防犯や詐欺への対応、交通安全
等」をテーマに、天童警察署と交通安全活動推進セン
ターの方を講師に迎えて開催しました。

歴史ある高齢者の学びの場
天童市立津山公民館

鳳翁大学

コロナ禍の厳しい中、今年も高齢者教室が開催できまし
た。30名の受講生は年６回の講座を楽しみにしています。
特に人気の講座は研修旅行で、十分なソーシャルディス
タンスを確保し運営をしていきます。（運営委員70代男
性）

参加者Voice

天童市 ほう　おう
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― 

就
農
し
た
き
っ
か
け
、
現
在
の
活
動
は
？

　
も
と
も
と
東
京
で
美
容
師
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

実
家
が
米
・
イ
チ
ゴ
・
メ
ロ
ン
・
大
根
な
ど
を
栽
培

す
る
農
家
で
、
姉
妹
の
中
で
唯一独
身
だ
っ
た
私
に
、

両
親
か
ら
就
農
し
な
い
か
と
の
話
が
あ
っ
た
ん
で
す
。

地
元
に
帰
っ
て
農
業
を
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
浮
か
び
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
当
時
付
き
合
っ
て
い
た
彼
が
農
業
を
し

た
い
と
言
い
出
し
、
結
婚
し
て
実
家
の
農
業
を
継
ぐ

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
巻
き
込
ま
れ
た
感
じ
で
始
め

た
の
に
、
私
の
方
が
イ
チ
ゴ
栽
培
に
は
ま
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
は
ま
っ
た
き
っ
か
け
は
、
す
く
す
く
ア
グ
リ

ネ
ッ
ト
の
活
動
が
大
き
か
っ
た
で
す
。
酒
田
市
の
呼
び

か
け
で
、
そ
れ
ま
で
繫
が
り
も
な
く
地
域
も
ば
ら
ば
ら

な
農
業
女
子
た
ち
が
集
ま
り
結
成
し
た
会
な
の
で
す

が
、
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
研
修
会
、
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
出
荷
、
首
都
圏
へ
の
宅
配
、
ふ
る
さ

と
納
税
へ
の
出
品
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
直
販
す
る
こ
と
で
お
客
様
の
反

応
が
直
に
伝
わ
り
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
の
工
夫
も
含
め

て
評
価
さ
れ
る
楽
し
さ
を
感
じ
て
、
更
に
収
量
を
増

や
し
て
美
味
し
く
し
よ
う
と
試
行
錯
誤
す
る
う
ち
に

自
分
の
狙
い
通
り
の
イ
チ
ゴ
が
作
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
何
よ
り
、
農
業
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
つ
な
が

る
こ
と
で
、

仲
間
意
識
も

芽
生
え
て
心

強
い
し
、
野

菜
料
理
の
レ

シ
ピ
交
換
や

交
流
が
と
て

も
楽
し
い
ん

で
す
。

―
農
業
や
活
動
で
感
じ
た
こ
と
は
？

　
農
業
っ
て
、
男
性
が
表
に
出
る
こ
と
が
多
く
て
、
男

の
仕
事
、
女
の
仕
事
と
分
か
れ
て
い
る
こ
と
が
と
て

も
多
い
ん
で
す
。
例
え
ば
、
ト
ラ
ク
タ
ー
・
草
刈
り
・

除
草
剤
散
布
・
ハ
ウ
ス
の
修
理
等
は
男
の
仕
事
、
収

穫
や
出
荷
調
整
が
女
の
仕
事
と
い
っ
た
感
じ
で
す
。
身

体
的
な
役
割
は
わ
か
る
の
で
す
が
、
女
性
が
使
い
や

す
く
設
計
さ
れ
た
機
械
も
出
て
き
て
い
ま
す
し
、
機

械
の
操
作
は
覚
え
れ
ば
女
性
で
も
で
き
ま
す
。
草
が

伸
び
て
い
た
ら
気
づ
い
た
時
に
刈
り
た
い
し
、
害
虫

を
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
に
で
も
駆
除
し
た
い
。
で
も
、
見

栄
え
が
悪
い
か
ら
す
る
な
、
旦
那
さ
ん
の
顔
を
つ
ぶ

す
な
、
女
性
な
の
に
す
ご
く
張
り
切
っ
て
と
か
、
言
わ

れ
て
し
ま
う
ん
で
す
。
そ
の
点
、す
く
す
く
ア
グ
リ
ネ
ッ

ト
で
は
、
個
々
だ
と
目
立
た
な
い
活
動
も
皆
で
集
ま
っ

て
活
動
す
る
こ
と
で
、
市
役
所
や
新
聞
に
も
農
業
女

子
と
し
て
注
目
し
て
も
ら
い
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
か

ら
助
け
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
を
利
用
し

て
女
性
向
け
の
農
業
機
械
の
紹
介
や
ト
ラ
ク
タ
ー
研

修
会
を
大
々
的
に
開
催
し
た
り
、
農
業
も
新
し
い
時

代
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
発
信
で
き
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
や
り
た
い
こ
と
は
悶
々
と
心
に
留
め
な
い
で
、
人

に
伝
え
る
。
そ
う
す
る
と
誰
か
が
助
け
て
く
れ
ま
す
。

心
が
負
け
そ
う
な
時
に
自
分
を
鼓
舞
す
る
た
め
に
も

有
言
実
行
が
大
事
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

― 

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

　
今
は
、
男
性
の
仕
事
で
も
、
自
分
で
で
き
る
こ
と

を
少
し
ず
つ
始
め
て
い
て
、
家
族
も
慣
れ
て
き
て
受
け

入
れ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
継
続
っ
て
大
事

（
笑
）。
一
人
で
農
業
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
ち
ゃ
ん
と

子
ど
も
を
学
校
に
行
か
せ
ら
れ
る
だ
け
の
農
業
経
営

が
女
性一人
で
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
ね
。

と
に
か
く
農
業
っ
て
す
ご
く
楽
し
い
の
で
、
女
性
が
普

通
に
や
り
た
い
こ
と
を
自
分
で
で
き
る
こ
と
、
私
の
娘

や
孫
、
若
い
子
が
素
敵
と
思
え
る
よ
う
な
農
業
や
経

営
を
楽
し
ん
で
や
れ
る
こ
と
、
農
業
が
女
性
の
職
業

の
選
択
肢
の一つ
に
な
る
と
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

女
性
や
子
ど
も
達
に
か
わ
い
い
と
か
美
味
し
い
と
喜

ん
で
も
ら
え
る
も
の
を
作
っ
て
い
き
た
い
。
今
力
を
入

れ
て
い
る
コ
コ
ナ
ッ
ツ
の
香
り
で
桃
味

の
す
る
白
い
イ
チ
ゴ
も
、
大
ヒ
ッ
ト
す

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が

ら
作
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
コ
ロ
ナ

禍
で
納
品
先
の
加
工
品
が
売
れ
な
い
今

こ
そ
、
自
分
の
加
工
所
も
作
り
た
い
と

進
め
て
い
ま
す
！

interview 髙
たか

橋
はし

 身
み

依
え

さん 

　県内で自ら学び続け、いきいきと活躍している方を「たからびと」として、インタビュー
形式でご紹介します。今回は、東京からUターンし就農。JA庄内みどり農協で女性初の
理事となり、酒田市の農業女子で結成するすくすくアグリネットで活躍されている髙橋身
依さんにお話を伺います。

元気印の髙橋さん。イチゴの収穫は4月から12月のクリス
マスシーズンまで続きます。とにかく甘くて美味しいイチ
ゴを作りたい！今ではお父様からもクレイジーだ！と言わ
れるくらいイチゴに夢中。

髙橋さんが力を入れて栽培している白いイ
チゴ。「もも味イチゴ」の名前で酒田市の「み
どりの里 山居館」などで販売中。

JA庄内みどり理事、すくすくアグリネット所属、
Hi Farm（酒田市）

すくすくアグリネットFB
https://www.facebook.com/
sukusukuagri0831/

大
切
な
イ
チ
ゴ
を

ネ
ズ
ミ
か
ら

守
っ
て
い
る
よ

あなた
やまがた
たからびと
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地域の取り組みを
紹介しますこのまちに注目！

■ ここが大変 ■
　国によって時差やネット環境の違いがあり、現地協力
者と何度も打合せをして本番に臨んでいます。また初め
てオンラインを使う参加者のために、当日スムーズに参
加できるよう、事前に機械操作のサポートもしています。

■ ここがうまくいった ■
　現地とライブでつながるため、その土地の風や気温も
感じられるほどの臨場感！「有名観光地巡り」ではなく、
その国の日常の暮らしぶりや、スピーカーの人となりが感
じられるプログラムとなるよう心がけています。

■ 事業内容 ■
「母国に帰った
あの人は元気か
な？」。国 を 越
えた往来が難し
い中、海外の友

達に会いたい！という思いで始まったオンラインツアー。
27年目を迎える「国際村日本語教室」には今も20か国
以上の方が参加しているなど、当財団ではこれまでも多
くの外国出身者との交流を持ってきました。庄内から母
国に帰った方などに協力を依頼し、現地の様子や暮ら
しぶりなどを紹介していただくオンラインツアーが実現。
４月韓国編は約60名、５月アメリカ編は約30名が参加し
ました。自宅から気軽に参加できる海外旅行。今年度
は７か国を訪問する予定です。

友達を訪ね、世界の今を見てみよう！公益財団法人 出羽庄内国際交流財団
旅する国際村オンラインツアー

旅行会社が企画するオンラインツアーが人気だという。そ
んな中、ワンコイン1時間のお手軽、お得な旅。案内人の
プロではないからこそ生活感あふれるライブ感は、まさに
ドラえもんの「どこでもドア」的魅力！（60代女性）

参加者Voice

鶴岡市

■ ここが大変 ■
　長年実施してきた高齢者教室のため、年６回の講座
内容を何にするか考え、アイディアを出し合うことが大変
でした。過去に実施した講座ではなく、目新しい講座を
行い受講生が飽きないような教室を目指しています。

■ ここがうまくいった ■
　昨年度、脳トレ企画をした際、受講生は頭を抱えなが
ら必死に回答を考え、問題の意図通りに引っ掛かるなど、
受講生も問題を作成した企画者も、共に楽しむことがで
きる内容で大変好評でした。

■ 事業内容 ■
　昭和42年から
開校し、令和３
年度で55回目と
なる歴史ある高
齢者教室。受講

生自らが運営委員会を立ち上げ、年６回の講座を企画
しています。市立津山公民館や高齢者健康福祉施設
「天童温泉はな駒荘」などを会場に、60歳以上の天
童市民を対象に健康の維持増進や教養を高め、積極的
な社会参加を図ることを目的にしています。最盛期には
80名を超える受講生が参加していましたが、現在は30
名の受講生が和やかな雰囲気で楽しく受講しています。
今年度第１回目は、「防犯や詐欺への対応、交通安全
等」をテーマに、天童警察署と交通安全活動推進セン
ターの方を講師に迎えて開催しました。

歴史ある高齢者の学びの場
天童市立津山公民館

鳳翁大学

コロナ禍の厳しい中、今年も高齢者教室が開催できまし
た。30名の受講生は年６回の講座を楽しみにしています。
特に人気の講座は研修旅行で、十分なソーシャルディス
タンスを確保し運営をしていきます。（運営委員70代男
性）

参加者Voice

天童市 ほう　おう
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生涯学習 ショウガイガクシュウ



関係者向け一般向け 関係者向け一般向け

8

「生涯学習やまがた」をご覧いただいている皆さまに、感
謝の気持ちを込めて、抽選で３名様へ遊学館ブックス最新
刊『みやびとあそびの山形』（昨年12月発売1,100円）をプ
レゼント！左記の山形県生涯学習センター広報紙担当あてに
【①お名前・ご住所②入手場所③興味を持たれた記事④内
容についてのご感想・ご意見・ご要望】を添えて、はがき・メー
ル・ＦＡＸでご応募ください！締め切りは８月末です。

　

編集発行　（公財）山形県生涯学習文化財団　令和３年7月発行

 山形県生涯学習センター  〒990-0041  山形市緑町 1-2-36［遊学館］
 TEL 023-625-6411（貸館専用TEL 023-676-7182）  FAX 023-625-6415
 E-mail yama@gakushubunka.jp
 URL https://www.gakushubunka.jp/yugakukan/
 ■ 開館時間　9:00〜21:00［夜間利用が無い場合は20:00まで］
 ■ 休 館 日　第１・３・５月曜日、第３日曜日、年末年始

 洗心庵［山形県生涯学習センター分館］  〒990-0041 山形市緑町 1-4-28
 TEL 023-664-2800　FAX 023-664-2816
 ■ 開館時間　9:00〜21:00［夜間利用が無い場合は19:00まで］
 ■ 休 館 日　毎週月曜日、毎月第３日曜日、年末年始

読者プレゼント

助成事業HP
https://www.gakushubunka.jp/yugakukan/information/promotion/

山形県生涯学習センター助成制度【二次募集】のご案内
県内の皆様の多様な生涯学習活動を応援しています！
是非ご活用ください！

助 成 事 業 青少年地域学習活動支援事業 地域生涯学習支援事業
対 　 象 高等学校向け 市町村・施設・団体等関係者向け

特 　 徴 高校の課外活動として行われる地域学習や地
域づくり活動を支援します！

現代的課題の解決や社会の要請に応じた生涯
学習事業を支援します！

二 次 募 集 数 下記センターへお問い合わせください ２事業
二次募集期間 ８月３日～９月７日 ８月３日～９月3日
事業実施期間 ～２０２２年３月３１日まで

助 成 金 額 助成の対象となる経費又は５万円のいずれか
低い額

助成対象経費の３分の２（市町村・３年以上継
続で助成を受けている団体は２分の１）又は
２０万円のいずれか低い額

助成対象経費 謝金・旅費・賃借料・印刷製本費・消耗品費など

高齢者生きがいづくり・
生活支援活動人材育成等事業
高齢者が住み慣れた地域で自立した生活を継続するた
め、高齢者の生きがいづくり・生活支援活動に参加す
る担い手を育成します！詳細は後日、チラシやHPに
てご確認ください！
■支え合いを広げる地域づくりフォーラム：定員各100名
　高齢社会の現状や活動の必要性について学ぶフォーラム
　〈村山地区〉 7月17日（土）遊学館（山形市）・オンライン
　〈庄内地区〉  7月18日（日）藤島地区地域活動センター（鶴岡市）
■支え合いの地域づくり担い手養成講座in庄内：定員30名
　活動を進めるための運営能力や企画立案能力を醸成す

る実践的な連続講座
　8月24日（火）～10月26日（火）全5回
　会　　場　出羽庄内国際村（鶴岡市）ほか
■生活支援活動ステップアップ講座
　（食事提供・移動支援）：定員30名
　活動で生じたニーズ等（移動支援や食事提供等）に対応

できるよう知識や技術を学ぶ研修
　食事提供　11月12日（金）ゆめりあ（新庄市）・オンライン 　　
　　　　　　11月13日（土）伝国の杜（米沢市）
　移動支援　11月16日（火）遊学館（山形市）・オンライン
　　　　　　11月17日（水）出羽庄内国際村（鶴岡市）
　申 込 み　山形県生涯学習センター（下記）へ

　今回の広報紙はいかがでしたか？伊藤館長の特集や、
たからびとの髙橋さんにお会いし、皆が生きやすい世
の中とは？と考えるきっかけになりました。小さい頃
から「男だから」「女だから」という言葉を耳にしたり、
意識せずに使ったこともあります。男性・女性問わず、
この言葉に苦しめられている人もいるかと思います。
時代の流れと共に、これまでの価値観や思い込みを疑
い、変えていく視点が必要だと感じました。（R）

後 記
編 集

地域づくり人材育成セミナー
「防災と社会教育・生涯学習」

“地域の防災力UPのために社会教育課・生涯学習
課でやるべきことは？”“防災担当課や地域の自治
組織との連携は？”“公民館やコミセンで防災講座
やイベントを企画するときのポイントは？”地域
の災害対応力向上のために社会教育課・生涯学習
課が果たす役割について、他県の事例や災害支援
実績のある講師から学びます。
日時・会場　[山形]令和３年８月26日(木) 
 遊学館（山形市緑町1丁目2-36）
 [庄内]令和３年８月27日(金) 
 酒田市公益ホール（酒田市飯森山3丁目5-1）
 時間は両会場とも、13：00～16：00
料　 　金 無料
申 込 み 山形県生涯学習センター（下記）へ


